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ほかの伊豆諸島からは利島，新島，神津島，御蔵島，
八丈島から知られ，すべてが伊豆諸島亜種とされ
ている（Akita & Masumoto, 2013）．

以上，15種を確認した．その多くは普通種であ
るが，伊豆諸島初記録 4種，大島初記録 12種を含
んでいた．
今回の調査は，時期や調査地点，採集法も限られ
る．また，伊豆諸島最北の大島からは伊豆諸島の他
島からは確認されていない本土との共通種がほかの
甲虫でも少なからず記録されている．そのため，将
来，調査が進めば，これまで伊豆諸島から確認され
ているが大島からは確認されていない種，それ以外
の種からもさらなる追加種が見込まれる．
末筆ながら，コマルムネゴミムシダマシの標本
を確認してくださった秋田勝己氏と益本仁雄博士
に心より御礼申し上げる．
なお，伊豆大島での調査は科研費（24510333；
研究代表者：小島弘昭）の助成を受けて行われた．
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【短報】熊本県におけるコメツキムシ科甲虫の4未
記録種，および総種数

Lewis (1894)は，日本からコメツキムシ科 104種
を記録したが，そのうち少なくとも 39種は Lewis
本人が 1881年 4月中旬から 5月下旬に熊本県を訪
れて採集したものである（北野，1974）．このこと
からも，熊本県がコメツキムシ科甲虫の研究にお
いて重要な地域であることは疑いようがない．熊
本県における分布記録は，松浪ら（1974），大塚ら
（1977），大塚ら（1979）によくまとめられており，
この時点で 112種が確認されていた．これ以後も，
熊本昆虫同好会報においてコメツキムシ特集号が
組まれるなど，多くの分布記録が蓄積されてきた
（e.g. 城戸 , 1980; 大塚ら , 1985; 大塚 , 1996, 1997, 
1999, 2001, 2003, 2005; 中島 , 1997, 2000, 2001）．し
かし熊本県に分布する本科の明確な種数は明らか
でない．筆者は，これまで熊本県から未記録と思
われる種を複数得ているため，以下に報告すると
ともに，種々の分類学的な変更を考慮した上で，
熊本県から記録された種数の集計を行った .

1. ムラサキヒメカネコメツキLimonius eximia (Lewis, 
1894)

1♂（図 1），熊本県八代市白鳥山，4~6. V. 2012，
伊藤玲央採集・筆者保管 .
本州，四国，九州各地から記録されており，九州

からは福岡県（高倉 , 1970），大分県（城戸 , 1997; 堤内 , 
2006）から記録されている．本個体は，チドリノキ
Acer carpinifoliumの花を掬って得られた .

2. クロサワツヤケシコメツキMegapenthes kurosawai 
Suzuki, 1986

1♀，熊本県八代市白鳥山，15. V. 2011，筆者採集・
保管 ; 2♂♂（図 2），同所，4~6. V. 2012，伊藤玲央採集・
筆者保管 .
分布の北限は青森県で本州，四国各地から記録



49さやばね ニューシリーズ　No.  13

SAYABANE N. S. No. 13 March 2014

されており，九州では福岡県（大平 , 2007, 2009, 
2011）と大分県（大平 , 1988; 堤内 , 2010）から確
認されている．採集個体はカツラ Cercidiphyllum 
japonicumの生木にできた樹洞から得られた．雌の
前胸背板は赤色である .

3. クロホソキコメツキ Procraerus cariniceps (Lewis, 
1894) 

3♂♂，熊本県八代市白鳥山，15. V. 2011，筆者採集・
保管 ; 6♂♂（図 3），同所，4~6. V. 2012，伊藤玲央採集・
筆者保管 .
北海道から九州まで各地で記録されているが，
概して得難い種である．九州からは大分県（堤内 , 
2000, 2010）でのみ知られていた．調査標本はカツ
ラ C. japonicumの生木にできた樹洞から採集され
た .

4. ヒメコガネホソコメツキSericus  (Shirozulus) 
hiramatsui (Ôhira, 1995)

1♂（図 4），熊本県八代市泉町樅木（標高 980 m），
29. IV. 2012，筆者採集・保管 .
和歌山県で得られた個体をもとに記載され，日
本の各地に広く分布していると思われるが，正確
な分布域はまだ明らかになっていない．報告され
ている分布記録は関西以西のものが大半で，1例
のみ秋田県から知られている（尾崎ら , 2006）．近
縁種間の形態が非常に似通っており，現状，雄交
尾器の形態を用いなければ種の識別が困難である
ことが，分布域の把握の妨げになっていると思わ
れる．九州では大分県（堤内 , 2000, 2010）から
のみ記録されていた．本個体はイロハモミジ Acer 
palmatumの花を網で掬って得られ，同所的にコ
ガネホソコメツキ Sericus (Shirozulus) bifoveolatus 

(Lewis, 1894)と未記載種 Sericus sp.も得られた．
Shirozulus亜属を Sericus属の同物異名とする考え
もあるが（Kishii, 1994），本稿では亜属とする考え
(Suzuki, 1999)に従った .

本報告により，熊本県からコメツキムシ科は 168
種 5亜種（基亜種を除く）が記録されることになる．
九州において本科が最もよく調べられている大分
県では 182種 8亜種（堤内 , 2008, 2012a, b; Arimoto, 
2013; 有本・堤内 , 2013）が知られていることから，
本県でも同程度の種数が分布していることが予想
され，今後も調査の余地は十分に残されていると
思われる．
末筆ながら，貴重な標本を提供いただいた伊藤

玲央氏（九州大学大学院昆虫学教室）および文献
の入手に協力いただいた今坂正一氏（久留米市）
に厚くお礼申し上げる．
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図 1–4. 1:ムラサキヒメカネコメツキ; 2: クロサワツヤケシコメツキ; 3: クロホソキコメツキ; 4: ヒメコガネホソコメツキ. ス
ケールはすべて2.0 mm.
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【短報】日本産カミキリムシの興味ある記録
筆者らは，（独）農業環境技術研究所・昆虫標本

館所蔵の藤村コレクションを整理調査する中で，
記録に残すべき興味ある標本を見出したので報告
する．

1．1948年に広島市で採集されていたツシマサビカ
ミキリ

1948年 5月に広島市で採集されたツシマサビカ
ミキリ Ropica tsushimensis Hayashi, 1972が見出され
た（同定ラベルは “タイリクフタホシサビカミキリ
/Ropica dorsalis/Schwarzer, 1925”となっていた）．
ツシマサビカミキリは対馬特産種であったが，

最近では瀬戸内海の小豆島や岡山県の牛窓町およ
び犬島，前島，長崎県の五島列島からも記録され
ている（槇原 , 2007）．対馬に船で行った人なら分
かると思うが，港の岸壁には薪が積み上げられて
いる．この薪は船で各地に運ばれていくのである．
かつて対馬から福岡には頻繁に材が運ばれてい

たようで，その材と共に各種カミキリムシが移動
していたと思われる．実際に，1938～ 1946年と
1956～ 1959年に福岡市の燃料店ではハラアカコ
ブカミキリ Moechotypa diphysis (Pascoe, 1871)が採
れていた（槇原 , 1984）．また，同市の筥崎宮で
は 1954年にチョウセンシロカミキリ Olenecamptus 
riparius Danilevsky, 2011が採れたこともあった（槇
原 , 1976；O. subobliteratus Pic, 1923として記録）．
五島列島や瀬戸内海地域は水産業が盛んで，対

馬とも頻繁に交流があったと推測される．1948年
に採集されていたということは，それ以前に対馬
より広島市に侵入していたことに疑いの余地はな
い．広島市に原爆が投下されたのが 1945年 8月で
あることを考えると，1946～ 1948年の間に対馬か
ら広島市にツシマサビカミキリの幼虫の入った薪
が持ち込まれたと考えるのが妥当だろう．
採集データ
1♂（ 所 蔵 標 本 番 号 24-0474888；Figs. 1, 2）, 

“MUKOH-UJINA,/Hiroshima city./May 17, 1948./Coll. 
T. FUJIMURA”.

2．シダ植物より羽化したアマミキボシカミキリ
キボシカミキリ Psacothea hilaris (Pascoe, 1857)は

生木加害でクワ科植物を主な食樹としている．ク
ワ科以外ではムクノキやウラジロエノキなども本
種の食樹として知られている（大林・新里 , 2007）．
藤村コレクションを整理中，シダ植物のヘゴノキ 
Cyathea spinulosa（ヘゴ科）より羽化したアマミキ
ボシカミキリ Psacothea hilaris maculata Breuning, 


